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中国蘇南地域における農家の就業構造の特質
――第１３組のモノグラフィー 江村の追跡調査�――

朴 紅・市 来 正 光・坂 下 明 彦

The plural activities of farm households in Sunan area of China
―The monograph of the１３th farmers group :
A follow-up research of Kaixiangong village�

Hong PARK, Takateru ICHIKI, Akihiko SAKASHITA

Summary

This paper is the third report of an agricultural economical study about Kaixiangong Village lo-

cated at riverside district of the Tai-Hu Lake in China. The village is also known as“Yangtze Valley”，

and it was introduced to the world in１９３０’s through HSIAO-TUNG FEI’s works, who is one of the

most renowned Chinese social-anthropologist.

In this area, industrialization had been mainly promoted by town/village owned companies in the

middle of１９８０’s and this particular type of industrialization is called ‘Sunan Model’. However, since

the late１９９０’s the companies have been privatized, and the conditions of employment have changed

accordingly. The present study investigates the employment structure of farm households by analyzing

one farmers’ group（comprises２５households）with a reference of second report that the study was

based on industrialization.

The paper also explains the member of farmers into four generations（i.e., head of a household

generation, vice-head of a household generation, son generation and daughter generation）, and char-

acterizes each generation from the view point of their career trajectories. It is clarified that plural ac-

tivities in the farm households has enhanced the high level of total family income of the each genera-

tion, which was the disposition of the employment structure in Sunan village.

はじめに

本論は，中国の社会人類学者費孝通によって

１９３０年代に世界に紹介され，戦後も社会人類学系

の研究が継続されている江蘇省の太湖周辺の水郷

地帯の村である開弦弓村，通称江村に関する農業

経済学的アプローチの第３レポートである．

この地域は，１９８０年代半ばから「蘇南モデル」

といわれる郷鎮企業主体の農村工業化が行われた

が，１９９０年代後半には私営企業化が進み，雇用関

係も大きな変化のもとにある（朴ほか［２００６］）．

また，農業生産も，兼業化の進行のもとで縮小再

編され，内水面漁業への転換も進みつつある（坂

下ほか［２００６］）．そこで，本論では，以上の考察

を踏まえて，農家の就業構造の変化と現状を明ら

かにすることとする．

本論の結論を先取りすれば，農家の家族構成員

が世代別に独自の就業形態を取りながら，その多

就業性により合算収入としての家計を比較的高い

水準で維持しているということである．そこで，

第１には，人口の変化との関係で家族形態の特徴

を明らかにし，村レベルでの就業の変化を概観す

る．第２には，１つの村民小組（２５戸）を対象と

して農家構成員の就業類型を析出し，その就業状

況を明らかにする．第３には，代表的な事例を取
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り上げながら世代毎の就業形態の変化を明らかに

し，世代別の就業形態の性格を明らかにする．以

上から，江南農村に特徴的な多就業性の意義を明

らかにする．

１．人口・家族と就業形態の変化

� 人口の動向と家族形態

就業の前提をなす人口と家族の分析から始めよ

う．表１は旧開弦弓村（註１）の１９８２年から資料

のとれる２０００年までの農家戸数，人口ならびにそ

の自然・社会増減の動向を示したものである．農

家戸数は，ほぼ６００戸を維持してきたが，９０年代

末には６００戸を割り込み，２０００年には５８５戸となっ

ている．西草田村との合併により，戸数は２００５年

時点で７９０戸であるが，農家戸数の減少は止まっ

ている．人口については，１９８２年の２，３６８人から

２０００年には２，２６３人となり，１０５人の減少となって

いる．合併年である２００１年は２，９５３人であったが，

２００６年には減少が続き２，８６３人（９０人の減少）で

ある．人口のピークをなす９１年の人口は２，４４１人

であり，この時点まではほぼ増加傾向を見せてお

り，この期間は自然増が８４人と主要因をなしてい

た（社会増は２３人）．しかし，それ以降は減少に

転じ，２０００年までで１６６人の減少となっている．

その要因は，一人っ子政策による自然減は５６人に

とどまっており，社会減が１０１人と上回っている．

特に，９０年代末で著しい．この要因としては，郷

鎮企業の私営化による解雇の発生が考えられるが，

数としては大きなものではない．

以上の経過をたどった村の人口ピラミッドを示

したのが図１である．ここでは，３０歳代後半から

５０歳代までの層の厚みは正常であるが，４０歳代後

半ならびにその子供世代に当たる２０歳代前半，さ

らには孫世代に当たる４歳未満での極度の落ち込

みが目につく．これは，「大躍進」で疲弊した後の

災害の集中によるものであり，大きな爪痕を残し

ている（註２）．また，一人っ子政策の影響を受け

ていると考えられる２４歳未満層では人口は急減し

ている．この結果，３０～５０歳代の壮年層は厚く存在

するものの，若年齢層が大きく減少しており，６５

歳以上の高齢者割合（１６．３％）が相対的に高く現

れることになる．擬似的な高齢化社会なのである．

以上の初期社会主義政策の失敗と１９８０年代以降

の少子化政策によって，開弦弓村の人口構成はき

わめてゆがんだものとなっている．では，このこ

表１ 開弦弓村の人口変動の動向 単位：戸，人

年次 戸数 人口
自然的

増減

社会的

増減

増減

合計

１９８２ ６２１ ２，３６８ １６ ２１

１９８３ ５７２ ２，３７２ －５ ９ ４

１９８４ ５７２ ２，３７９ １２ －５ ７

１９８５ ６２９ ２，３８６ １ ６ ７

１９８６ ６０９ ２，３７７ －７ －２ －９

１９８７ ６１２ ２，３９４ １６ １ １７

１９８８ ６１２ ２，３８４ ７ －１７ －１０

１９８９ ６１３ ２，４１１ ２１ ７ ２７

１９９０ ６２０ ２，４３６ １９ ２ ２５

１９９１ ６２０ ２，４４１ ４ １ ５

１９９２ ６１９ ２，４２９ －６ －６ －１２

１９９３ ６１９ ２，４２８ －１ ０ －１

１９９４ ６１７ ２，４２７ －１

１９９５ ６１３ ２，４１６ －６ －５ －１１

１９９６ ６１０ ２，３９６ －９ －１１ －２０

１９９７ ６０４ ２，３８２ －１ －１２ －１４

１９９８ ５９７ ２，３６９ －７ －６ －１３

１９９９ ５８９ ２，３１６ －１８ －３４ －５３

２０００ ５８５ ２，２６３ －８ －２７ －５３

８２－９１ ８４ ２３ ７３

９２－００ －５６ －１０１ －１６６

累計 ２８ －７８ －１０５

注１）村民委員会資料による．
２）１９９４年の人口変動に関するデータは欠落，そのため
増減合計と一致しない．

図１ 開弦弓村の人口ピラミッド（２００６年）
注１）村民委員会資料による．
２）村の総人口は２，８６３人，うち男性が１，４２４人，女性が
１，４３９人である．
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とが家族形態にいかなる影響を及ぼしているかを

つぎに検討しよう．

まず，村の住民台帳から，家族構成員数，世代

数を整理した．開弦弓村の一戸あたり家族員数は

３．７人であり，江蘇省および呉江市の農家一戸平均

３．３人より０．４ポイント高く，全国の農村部平均に

近い．この数字からは単婚世帯が想像されるが実

はそうではない（註３）．家族人数別の農家戸数の

構成をみると（表２），５人家族が２０６戸（２６．７％）

と最も多く，４人家族が１７４戸（２２．６％）とそれに

続き，以下３人家族（１３４人，１７．４％），２人家族

（９３戸，１２．１％）となっている．正常な３世代家族

の基準と考えられる６人家族は，６１戸（７．９％）で

あり，独居世帯の７５戸（９．７％）を下回っている．

しかし，年齢構成を勘案して世代構成を推定する

と，３世代家族が３９１戸，５０．５％と過半をなしてお

り，以下２世代家族が１９７戸（２５．５％），１世代家

族が１３３戸（１７．２％），４世代家族が３７戸（４．８％）

となっている．このことは，３世代家族が基本で

あるが，家族内の世代ごとのバランスが崩れてい

ることを示している．

この点を，第１３組を素材としてより詳しくみて

みよう（註４）．表３は農家を世帯を構成する世

代数別に区分し，個々の家族構成員の年齢を示し

たものである．世代は年齢に応じて「旧中国」世

代（２００５年末時点で６５歳以上），文革世代（同６５

～５５歳），移行世代（同５４～４０歳），新世代（同３９

～２０歳），若年世代（同１９歳以下）の５段階に区

分した．２５戸のうち，一般的な家族形態は３世代

家族であり（１４戸），移行世代あるいは新世代の

夫婦に，親と子を加えた構成となっている．４世代

家族は，文革世代とその子夫婦のほかに，親およ

び孫をともに有するものであるが，ここでは親，

孫ともに１名で家族数は６名にとどまっている．

先の村全体の分析でも，７人以上の家族は１５戸

（１．９％）に過ぎなかった．現在の「旧中国」世

代を有する３世代家族の数年後の姿である．これ

に対し，２世代家族は移行世代を基礎にその親か

子を欠落させた形態が支配的であり，�１，�１７，
�１４のように子である新世代が村外に流出した
ケースが多い．経営主の年齢は，４５～５４歳であり，

子世代の年齢は２０歳代に相当するので，先の人口

ピラミッドの減少部分に一致している．

このように，現時点においては３世代家族が主

流をなしているが，一部には子世代を欠落させた

家族も出現しており，３世代家族の若年子世代が

同居を続けるかが今後の世帯構成を左右すると考

えられる（註５）．

表３ 世帯数別の家族員構成（第１３組，２００６年）

単位：歳，人

世代数
戸籍

�

旧中国世代

（６５～）

文革世代

（５５～６４）

移行世代

（４０～５４）

新世代

（２０～３９）

若年世代

（～１９） 家族人数

男 女 男 女

４世代

４ ８５ ５９ ５６ ３４ ３２ ９ ６

７ ７８ ５７ ５５ ３３ ３２ ９ ６

２２ ８３ ５７ ３０ ６ ４

３世代

１９＊ ６１ ６０ ３９ ４１ １６ ５

２１ ６０ ５７ ３５ ３７ １０ ５

２４＊ ６０ ５６ ３２ ３５ １１ ５

２０ ８３ ５９ ５１ ３４ ４

２５＊ ５８ ５６ ３２ ３０ ７ ５

５＊ ５６ ５１ ３３ ３４ ４，６ ６

１６ ５１ ２８ ３ ３

９ ５４ ４９ ２８ ２７ ５ ５

２ ７４ ４９ ４６ ２３ ２２ ５

８ ７３ ４７ ４８ ２３ ４

１５＊ ７０ ６７ ４５ ４１ １３ １７ ６

１３ ７３ ４２ ３９ １８ ４

１０ ７０ ４０ ４１ １６ ４

１８ ７３ ４０ ３８ １６ ４

２世代

２３ ５４ ４６ ２４ ３

３ ５３ ４９ ２７ ３

１４＊ ７７ ７６ ５３ ５０ ４

６ ５２ ４７ ２４ ３

１７ ７４ ７６ ５１ ４２ ４

１ ６７ ４５ ４１ ３

１２ ６８ ３２ ２９ ３

１世代 ２８ ４１ １

人数 ８ ９ ９ ８ １３ １４ １６ １１ ６ １０ １０５

平均年齢 ７３ ７６ ５９ ６０ ４８ ４５ ３０ ３２ １１ ９ ４３

註１）村民委員会資料による．
２）年齢は２００５年末時点での満年齢（以下同）．
３）世代の区分は，戸籍によらず，男性の年齢を基準と
した．

４）＊は表６に示した事例農家．

表２ 家族人数別の農家構成 単位：戸，％

家族人数 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 ９人 計

戸数 ７５ ９３ １３４ １７４ ２０６ ６１ ９ ５ １ ７７４

比率 ９．７１２．１１７．４２２．６２６．７ ７．９ １．２ ０．６ ０．１（３．７人）

注）村民委員会資料による．
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� 農家構成員の就業先の変化

以上の人口・家族構成のもとで，農家構成員の

就業先がどのように変化してきたかを，表４にも

とづいて考察してみよう．

まず，総就業者数の動向をみると，１９８２年の

１，３７６人から徐々に増加を続け，９０年代前半には

１，５００人台で推移する．しかし，９５年の１，５５０人を

ピークに急速に減少を始め，２００２年には１，１４２人

にまで減少をみせる．減少傾向は，西草田村との

合併後も変化はない．

村の就業形態は，まず工業化に対応した農業就

業者の減少として現れる．８２年には農業就業者は

９５１人と全体の６９．１％を占めていたが，１０年後の

９２年には５２８人（３４．７％）にまで減少する．それ

と対照的に工業就業者は８２年の３２３人（２３．５％）か

ら８２６人（５４．３％）へと２．６倍にまで急増している．

しかし，９０年代中期を境としてこの傾向は一変

する．まず，集団営企業の不振と私営企業化によ

り，工場労働者数が急減する．９５年に８５４人を数

えた工場労働者は，２０００年には４８０人，２００２年には

２７９人にまで落ち込む．また，工場自体が私営化

されたため，工場労働者の経営主体別に見た内訳

も，村営企業から私営企業従事者へと大きくシフ

トしている．これに対し増加したのは，小売業・

飲食業などのサービス業，あるいはその他の業種

への従事者である．また，内水面漁業従事者の増

加と失業者の「帰農」により，広義の農業従事者

の数が若干の増加を見せている．

また，近年の動向として見逃せないのは，村外

からの出稼ぎ労働者である．合併後の数字では，

２００１年が９４６人，２００２年が１，２８２人を示し，村民の

従業者数１，５４６人に匹敵する規模となっている．

その後の３年間は，１，０５３人，６７０人，７２０人と減

少傾向にあるが，その存在は大きい．この大半は，

家内織物ないし工場労働に従事していると考えら

れる．家内織物のなかでも，特に縫製部門は手作

業に依存しており，出稼ぎ女子労働力のかなりの

部分を雇用していると考えられる（註６）．

表４ 開弦弓村における就業者数とその内訳 単位：人

年
次

総就業者数 就業状況 外来従業者

小
計

男
性

女
性

農林牧漁業 工業
建
築
業

運
輸
・
倉
庫
・

郵
便
・
電
信
業

小
売
・
飲
食
業

その他

小
計

省
内

省
外小

計
種
植
業

漁
業

副
業

小
計

鎮
営
企
業

村
営
企
業

民
営
企
業

小
計

村
外
就
業
者

１９８２ １，３７６ ９５１ ８９６ ５５ ３２３ １００ ２２３ ５２ ８ ４２

１９８７ １，４６４ ６０９ ５８６ ２３ ６３９ １４９ ４８２ ８ ９８ ２９ １０ ７９

１９９２ １，５２２ ８３７ ６８５ ５２８ ４８３ １９ ２６ ８２６ ２８０ ５３６ １０ １１０ ２２ ２５ １１

１９９３ １，５２１ ８３８ ６８３ ６０２ ５５７ ２０ ２５ ７５０ ２９０ ４５０ １０ １０５ ２２ ２５ １７

１９９４ １，５１３ ８３２ ６８１ ５５３ ４９１ ５０ １２ ７４８ ２４０ ５０３ ５ １０５ ２９ ４６ ３２

１９９５ １，５５０ ８０９ ７４１ ４８０ ４６４ １６ ８５４ ２９７ ４９３ ６４ １０３ ３２ ４３ ３８

１９９６ １，５２６ ７９３ ７３３ ４４５ ４２８ １７ ７０９ ３１２ ３４６ ５１ １１２ ２５ ６３ １６７ １２８

１９９７ １，４１４ ６７４ ７４０ ５０３ ４２９ ７４ ５０２ ２７９ ３４ １８９ １１５ ３０ ９１ １７３ ７２

１９９８ １，３９３ ７１８ ６７５ ４１８ ３５８ ６０ ５４６ ２８４ ５５ ２０７ １２０ ３８ ９４ １７７ ７６

１９９９ １，３２４ ６７２ ６５２ ３９４ ３４１ ５３ ５４１ ２５６ ６３ ２２２ １１０ ２４ ８０ １７５ ７４

２０００ １，３３２ ６７９ ６５３ ３９３ ３４０ ５３ ４８０ ２１０ ２７０ １１０ ２４ ８０ ２４５ ７５ ２４１ ２４１

２００１ １，２６０ ６４４ ６１６ ４３２ ３７８ ５４ ３６５ ２１３ １５２ １２５ ２９ ９０ ２２１ ６９ ２３５

２００２ １，１４２ ６０２ ５４０ ４３０ ３５７ ７３ ２７９ ２７９ １２９ ３６ １０５ １６３ ６６ ５２５ １２ １３３

２００１ １，６９３ ８６５ ８２８ ６００ ５３９ ６１ ５８５ ２４２ ３４３ １３８ ３０ ９７ ２４３ ７２ ９４６ ６３ １９０

２００２ １，５４６ ８１４ ７３２ ６２０ ５２５ ９５ ３９２ ３９２ １４２ ３６ １１６ ２４０ ６９ １，２８２ １２ ５８２

２００３ １，５０９ ８３３ ６７６ ５９８ ５０２ ９６ ４１５ ４１５ １３８ ４２ １２３ １９３ ６８ １，０５３ ２６ ５９６

２００４ １，５１８ ８０８ ７１０ ５６０ ４６５ ９５ ４５０ ４５０ ５２ ３４ ７０ ３５２ ７５ ６７０ １８ ６５２

２００５ １，５１０ ７９２ ７１８ ４５３ ３５７ ９６ ５６０ ５６０ ５８ ４６ ７５ ３１８ ７０ ７２０ ２５ ４８２

比率 １００．０ ５２．５ ４７．５ ３０．０ ２３．６ ６．４ ３７．１ ３７．１ ３．８ ３．０ ５．０ ２１．１ ４．６

注１）村民委員会資料による．
２）上段は旧開弦弓村，下段は西草田村を含む数字．
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２００５年現在での就業状況をまとめると，総数

１，５１０人に対し，男性が７９２人，女性が７１８人であ

り，女性就業者の減少傾向が大きい．これは，９０

年代半ばには１，０００人以上の雇用を抱えていた同

村最大の工場である金蜂工場が２００４年末に操業停

止した影響が大きい（註７）．

業種別にみると，広義の農業に従事するものは

４５３人（３０％）で，うち９６人が内水面漁業に従事し

ている．また，非農業従事者は１，０５７人（７０％）

であり，うちわけは，工業５６０人（３７．１％），建築

業５８人（３．８％），小売・飲食業７５人（５．０％），運

輸・倉庫・郵便・電信業４６人（３．０％），その他職

業３１８人（２１．１％）となっている．その他職業３１８

人には家内織物工業，教育・文化・マスコミや村

民委員会などの業務のほか，村外出への稼ぎ者７０

人を含んでいる．以上の村民の就業者１，５１０人に

対し，村外からの就業者は７２０人にのぼり，前者

の半数近い規模となっている．供給源はほとんど

が省外である．

２．家族構成員の就業類型と就業状況

� 家族構成員の就業類型とその関係

以下では，第１３組の実態調査により，農家構成

員の就業の実態を掘り下げ，類型化を試みる．表

表５ １３組の就業状況（２００５年） 単位：人

男
性

類
型 職業 ～１９歳 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳～ 小計 合計

�
隠居 ７ ７

１２

（１）
農業 １ １ ２

養殖業 ２（１） １ ３（１）

�

工場経営 １（１） １（１）

１６

（８）

工場勤務 ３（２） ２（２） １（１） ３（２） ９（７）

家内工業 １ ２ １ ４

建築業 １ １ ２

�

商業 ３（１） ３ ６（１）

１８

（６）

公務員 １（１） １ ２（１）

その他サービス業 ２（１） １ ３（１）

出稼ぎ １（１） １（１）

不定職・失業 １（１） １ ４（１） ６（２）

学生 ２ ２ ２

合計 ２ ７（４） １０（６） ７（２） １１（３） ４ ７ ４８（１５）

女
性

類
型 職業 ～１９歳 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０歳～ 小計 合計

�
隠居 ７ ７

２１農業 ３ ２ ５

家事 ２ ３ ３ １ ９

�
女工 ２（２） ５（２） ５（１） １２（５）

１８

（６）
工場（女工以外） １ １（１） ２（１）

家内工業 １ ２ １ ４

�
商業 １（１） １（１） ４

（１）その他サービス業 １ １ １ ３

学生 ４ １ ５ ５

合計 ４ ７（２） ８（２） １１（２） ８（１） ３ ７ ４８（７）

注１）村民委員会資料ならびに聞取り調査により作成．
２）全２７戸１０４人のうち，１５歳以下および職業不明の２戸８人を除く，２５戸９６人について記載．
３）（ ）は村外での就労者で内数．
４）引居および家事には，一部農業に従事している者も含まれる．
５）養殖業には，養殖場でのアルバイトを含む．
６）家内工業には，託運站に従事するものを含む．
７）その他サービス業には，レストラン警備員（２０代男），宗教関係者（２０代男），霊柩車経営（４０代男，３０代女），仕立業（４０
代女）および村の清掃員（５０代女）を含む．
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５は住民台帳をもとに，個々の農家構成員の就業

状況を聴き取りし，その職業と年齢とにもとづい

て整理したものである（註８）．ここでは，職業

に応じて大きく３つのグループに分類した．第�
グループは，主として養殖業を含む農業生産およ

び家事労働に従事するものである．高齢により引

居した者も含めた．第�グループは，工業ならび
に建築業に従事する者とした．紡績工場の女工を

含む工場労働者，家内工業を行っているもの，建

築業に従事する者のほかに，工場経営者も含めた．

第�グループは，商業・サービス業，その他に従
事する者とした．ここには，出稼ぎ者や定職に就

いていない者，失業者を含めた．この他に，学生

が６名（男２人，女４人）存在する．以下では，

それぞれのグループの特徴を見ていく．

第�グループは，３４名（男１１名，女２３名）から
構成されるが，農業および養殖業に従事している

者はそれぞれ８名（男２名，女６名），３名（男

姓のみ），合計１１名である．ただし，７０歳以上の

隠居１４名（男６名，女８名）と家事従事者９名（女

姓のみ）の中には農業生産に関わる者も多く，隠

居・農業・家事の線引きは難しい．他鎮の養殖場

でのアルバイト１名を除き，村外での従事はない．

第�グループは，３４名（男女各１７名）が該当す
る．その内訳は，工場経営者１名（男），紡績工

場の女工１２名，紡績以外の工場勤務１１名（男１０名，

女１名），家内工業従事８名（男女各４名），建築

業２名（男姓のみ）となっている．２０～６５歳の青

壮年期に属する７５名（男３９名，女３６名）のうち，

このグループに属する者がおよそ半数を占めてい

る．ここで注目すべき点は，工場就業者のうち村

外で就業する者が１６名（男１０名，女６名）おり，

総数（２４名）の６７％を占めていることである．

第�グループは，２２名（男１８名，女４名）から
なる．商業が７名（男６名，女１名），公務員が

２名（男姓），その他のサービス業が６名（男女

各３名），出稼ぎが１名（男姓），不定期職や失業

者が６名（男姓）である．このグループには，公

務員や卸売商などの比較的安定的な職業に就くも

のと，雑業的なサービス業や出稼ぎ，アルバイト

などの不安定職，失業者とに２分されるのである．

以上の３つのグループの就業者は，雇用条件の

変化の中で移動する関係にある．すでにみたよう

に，村の工業化は郷鎮企業を主体として進められ，

１９９０年代半ばまでは農家労働力を大量に雇用して

きた．しかし，８０年代後半からの経営不振や９０年

代後半の私営化に伴い，かなりの農家構成員は工

場から排除されるようになる．その一部は，村外

の工場に勤務し，家内工業を開始している．また，

女性の中には自宅待機となり，実質上家事と農業

とに戻った者もいる．また，定職を得ることがで

きず，不安定就業や失業者となるものも現れた．

このように，第�グループの半数近くに上る不安
定層は，第�グループから移動したものであると
いえる．実際，不安定職や失業者を構成する５０歳

代の男性４名は，全て元の工場勤務者であったが，

工場の倒産に伴い解雇されたものである．女性に

不安定層が現れないのは，自宅待機＝主婦となっ

ている例が多いと考えられるからである．

ただし，ここで注意しなければならないのは，

後述する事例にもあるように男子若年層において

は，雇用されることを嫌って経営者（「老板」）を

目指し，あるいはより高賃金の職場への転職を選

択する者も多いことである．したがって，就業先

の多様化や村外での就業傾向には，若年層の意識

の変化による自発的な要因も存在することに注意

しなければならない．

� 部門別の就業状況

以上の就業先別のグループに即して，その就業

実態を事例的に確認しておこう．表６は１３組のう

ち調査を行った７戸の農家の家族構成員個々の就

業状態を示している．

１）第１グループ（耕種業・副業・内水面漁業）

第１３組の農地（水田と桑畑）は３つの�の４団
地からなり，総面積は１２３ムーである．従来は水

田と桑園であったが，水田の内水面漁業のための

養殖地転換により，現在では養殖池５２ムー，水田

４８ムー，桑園２３ムーの順となっている．養殖地に

転換された水田も従来通り個別農家への分配の対

象であり，村民小組を通じた賃貸契約が結ばれて

いるものの，賃貸料は個別に支払われている．両

者を合わせた「水田」の配分は，基本的に家族構

成員数（戸籍を有するもの）による均等配分であ

る（表７）．�２・７が６名，�３・５・６が５
名，�１が４名（bと cは結婚先の戸籍）であり，
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４つの団地の配分比率により面積はやや異なるが，

水田が０．８５～０．９５ムー，桑園が０．２～０．３ムーであ

る．この転用面積も各戸に配分され，地代が支払

われている．都市戸籍の�４には農地配分はない．
�３を事例に水田の土地利用をみると，２．１
ムーのうち水稲が２．１ムー，菜種が１ムーである．

水稲は２ムーで籾１，０００kg，精米換算では７００kg

の収量であり，家族５人の年間消費量に等しく

なっている．裏作の菜種は，労働力の関係で１

ムーのみの作付であり，全て自家用の食用油とし

て使用している．このように，耕種部門は自給的

色彩が強く，裏作も縮小している．これが，経営

主夫婦と隠居世代によって担われているのである．

ただし，労働力不足により委託を行う農家もあり，

�５は水稲の田植と収穫作業の受託を行っている．
受託料は，１ムー当り田植が１００元，刈取りが４５

元，結束作業が４０元であり，年間の作業受託料金

は１ムー当たり２００元程度であるから，１５ムーの

受託で年間３，０００元の収入となっている．また，

２戸で脱穀機を所有し，脱穀作業の受託により

１，７５０元の収入を得ている．

農家副業としては，従来全農家が春蚕・晩秋蚕

の２回の養蚕を行っていたが，�７は中止し，�
１は春蚕のみとなっている．２産を行っている農

家でも，蚕種の購入量は減少気味である．ここか

ら，桑園の荒廃も見られるようになっている．�
３の例では，春・晩秋の２回で蚕種５万個を購入

し，繭の販売額は２，５００元，所得は２，０００元である．

自宅に蚕室を持つ�５の場合は蚕種数が１０万個で
あり，年間の粗収入は５，０００元，所得は４，０００元に

なる．

家畜飼養については，この地帯は古くから通年

表７ 調査農家における耕地請負面積と副業（２００５年） 単位：ムー，蚕種数，羽，頭

農家

�
家族数

請負耕地面積 複合部門

水田 桑畑 養 蚕 家畜等飼養頭数

水稲作 養殖池 計 １人当 計 １人当 春蚕 晩秋蚕 兎 湖羊 豚

１ ４ １．７ ２．１ ３．８ ０．９５ １．２ ０．３ １２，５００ －

２ ６ ２．５ ２．６ ５．１ ０．８５ １．４ ０．２ ３７，５００ ３７，５００ ２０ ６

３ ５ ２．１ ２．２ ４．３ ０．８６ １．４ ０．３ ２５，０００ ２５，０００

５ ５ ２．３ ２．４ ４．７ ０．９４ １．０ ０．２ ５０，０００ ５０，０００ ４５

６ ５ ２．１ ２．２ ４．３ ０．８６ １．２ ０．２ ５７，５００ ５７，５００ ３０ ３

７ ６ ２．６ ２．７ ５．３ ０．８８ １．０ ０．２ － －

注１）聞取り調査により作成．
２）�２農家は２００６年に豚飼養を中止．�５は数年前に羊飼養を中止している．

表６ １３組調査農家の家族と職業

農家
No.

戸籍
No. 家族員 年齢 現在の職業

１ １４ ○ Z 親 ７７ 農業補助

z 妻 ７６ 家事

○ A 経営主 ５３ 村民委員会委員，家内織物業

a 妻 ５０ 家事，家内織物業

戸籍
なし

b 娘 ２５ 家事，家内織物業

c 孫 １

２ １５ Z 親 ７０ 農業・養蚕

z 妻 ６７ 農業・養蚕

○ A 経営主 ４５ 上海衣料市場で衣類の小売商（現在失業）

a 妻 ４１ 同上

b 娘 １７ （学生）

B 息子 １３ （学生）

３ １９ A 経営主 ６１ 農業・養蚕

○ a 妻 ６０ 農業・養蚕

B 息子 ３９ 弟と建材工場経営

b 嫁 ４１ 縫製自営

c 孫娘 １６ （学生）

４
都市

戸籍

○ A 経営主 ３７ 兄と建材工場経営

a 妻 ３７ 中学校教員

B 息子 １４ （学生）

５ ２４ ○ A 経営主 ６０ 市場で漬物販売，農業・養蚕

a 妻 ５６ 農業，農作業受託

○ B 息子 ３２ 村外の輸出家具製造工場で製品検査員

b 嫁 ３５ 紡績工場勤務

C 孫 １１ （学生）

６ ２５ A 経営主 ５８ 農業．農閑期に建築業のアルバイト

a 妻 ５６ 農業（養蚕・畜産中心）

○ B 息子 ３２ 村外の自動車修理工場勤務

b 嫁 ３０ 紡績工場勤務

C 孫 ７ （学生）

７ ５ ○ A 経営主 ５６ 内水面でカニ養殖．東庄蕩で魚の養殖

a 妻 ５１ 家事

B 息子 ３３ 養殖カニの仕入れ・販売

b 嫁 ３４ 村外の紡績工場勤務

c１ 孫娘 ７ （学生）

c２ 孫娘 ５

注１）聞取り調査により作成．
２）○印は聞取り対象者．
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舎飼い方式の「湖羊」の産地として有名であった

が，調査農家では�６の１戸に過ぎない．主に肉
用で，雌雄ともに４０～５０kgの増体後に１kg当り

１１元前後で売却している．養豚についても�２が
繁殖母豚１頭により年間５頭前後を販売していた

が，２００６年に中止している．現在，比較的飼養が

多いのが毛取り用のウサギ飼養であり，３戸にみ

られる．�５の例では，４５羽で年に６回繊毛し
２，０００元の収入を得ている．このように家畜飼養

も経営主夫婦と隠居世代に担われているが，減退

傾向は否めない．

第１３組の水田のうち，関字�の２８ムーと小金�
の２６．７ムーは内水面漁業のため，全地養殖池に転

用されており，�７を含む組内３戸の農家が借地
している．調査農家では�７のみである．２００５年
には，関字�の第１３組の養殖池２５ムーを賃借し，
魚とエビ，カニの混合養殖を行っている．平年の

養殖による粗収入は１ムー当り２，５００元，借地料

（４４０元）を含む経費が同２，０００元，純収入は同５００

元程度，２５ムーで１２，５００元である．しかし，２００５

年は養殖水産物の価格が上昇し，粗収入１０万元，

純収入は５万元（２，０００元／ムー）となった．養

殖業の特徴は，表８に示したように契約が短期で

移動が多く，しかも近年は参入が多いために借地

料がムー当たり６５０元にも達している点である．

その担い手も一般的には３０歳代の若手が多くなっ

ている．

２）第２グループ（工場勤務・家内織物業）

工場労働に従事している者は，各農家の息子・

嫁世代となっている．

息子世代では，�５B（３２歳，�５の息子，以
下同様に表記）が隣接する震沢鎮の米国輸出向け

家具工場で製品検査に従事している．特殊技能を

持つため，１日２時間，週に６日間勤務で月給

１，２５０元である．�６B（３２歳）は八�鎮の自動
車修理工場に勤務し，勤務時間は午前８時から午

後５時で，月給は１，４００元である．後者が一般的

な賃金水準である．

嫁世代については，�５，６，７農家の３名が
工場勤務しており，全て紡績工場の女工である．

�５b（３５歳）は，最近では失業と再就職を繰り

返していたが，２００６年９月より江村紡績工場に勤

めている．�６b（３０歳）と�７b（３４歳）はと

もに廟港鎮の紡績工場に勤務しており，前者は出

来高制で月に１，３５０元，後者は月給２，０００元を得て

いる．

家内織物業については，組内で最初に導入した

のは�２であり，１９９５年から２００２年までセーター
生産と販売を行っていた．この他にも３戸の農家

が翌１９９６年に導入したが，数ヶ月から３年で中止

している．現在，家内織物業を営んでいるのは，

�１のみである．�１は２００２年に４台の電動織機
を２３，５００元（１台５，９００元）で購入し，セーター

のパーツ生産を始めた．機械４台で１日に約１５０

枚のパーツを家族労働のみで生産するが，稼動期

間は半年である．セーターのパーツ１枚当りの粗

収入は約１．１元と低い．年間の収支は粗収入が

２６，５００元，支出が４，５００元，純収入が２２，０００元ほ

どである．この間の年間の純収入は，２００２年が

３３，０００元，２００３年は家の内装工事で稼動期間が短

く２５，０００元，２００４年は生産休止，２００５年は２５，０００

元であった．

３）第３グループ（その他）

以上の工場労働者や家内織物業を除く就業形態

は多様である．

安定的な就業は，村民委員会の農業担当委員を

している�１A（５３歳，年俸１５，０００元，月収１，２５０

元）と鎮の中学校で国語の教師をする�４a（３７

歳，１，０００元の月給にボーナスを合わせて４０，０００元

の年収）である．

自営業・商業の内容も多様である．�３B（３９

歳）および�４A（３７歳）は兄弟であり，２００５年

に村外に建築資材加工工場を設立して２名で経営

表８ �３農家の内水面漁業の経緯
単位：ムー，元

開始年 期間 場所 面積
ムー当借

地料

借地料

合計
養殖内容

１９８３ ３年 北潘香�５０．０ １６０ ８，０００ 魚

１９８６ ８年 北潘香�１０．０ ６０ ６００ 魚

１９９４ １年 中潘香�１３．０ ４００ ５，２００ エビ

１９９５ １年 東庄蕩 ０．９ １６７ １５０ 魚（網箱養殖：３箱）

１９９６ ７年 東庄蕩 １．８ ４００ ７２０ 魚（網箱養殖：６箱）

２００３ ５年 関字� ２５．０ ４４０ １１，０００ 混合（魚・エビ・カニ）

２００６ ３年 関字� １８．０ ６５０ １１，７００ 混合（魚・エビ・カニ）

注１）聞取り調査により作成．
２）網箱養殖の一箱は０．３ムーで，魚養殖のみ許可されて
いる．
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している．出資金はそれぞれ１１万元ずつ，計２２万

元である．大工を行っていた兄は技術担当，弟は

それまでの経験を生かして販売や経理を担当して

いる．同工場は職人８名を含む３０名前後の労働者

を雇用しており，２００６年夏までの一年間で，兄弟

合わせて１０数万元の収入を得たという．後にみる

ように，就業の変化は大きい．�５A（６０歳）は

村の自由市場において漬物販売を行っている．主

な仕入先は漬物で有名な淅江省海寧市の会社であ

り，漬物販売の利益率は３０％前後で，２００５年の純

利益は１万元ほどである．�７B（３３歳）は養殖

カニの中間商人をしている．これは父親の養殖業

とは関係しておらず，村外で仕入れた養殖カニを

廟港の市場で販売している．�３b（４１歳）は，

村のメインストリート沿いに出店し，縫製業を

行っている．一日の売り上げは３０～１００元，年収

は１０，０００元程度である．

不安定就業・失業者の事例は以下の２戸である．

�６A（５８歳）は，農閑期のみに建築業のアルバ

イトをしており，日給が３０元，月２０日間の出勤で

月収はおよそ６００元である．�２の経営主夫婦
（４５歳，４１歳）は上海の衣料市場で衣類の小売店

を経営していたが，上海万博に伴う立退きにより

現在は失業中である（後出）．

以上のように，農家の就業先は伝統的な耕種業

と副業，それから転換した内水面漁業（土地利用

をベースとする第１グループ），繊維産業とそこ

から派生した家内工業，ならびに男子工場労働者

（１９８０年代から本格化した沿海型の第２グルー

プ），野心的な起業を含む不安定なサービス業を

中心とした自営業（第３グループ）からなってい

る．そこには，世代間の相違を読み取ることがで

きるため，以下では世代に注目しつつ，個別事例

の就業形態の変化をトレースしてみよう．

３．世代別にみた就業形態の変化

ここでは，家族構成員の就業の変化を，改革開

放政策が始まった１９８０年前後の年齢に注目して，

	「旧中国」世代（１９８０年の年齢４０歳以上，現在
６５歳以上）と文革世代（同３０代，現在５５～６４歳），


移行世代（同１０代後半から２０代，現在４０～５５
歳），�新世代（同１５歳未満，現在２０～３０歳代）
の男子，および�新世代の妻（同）の４つに区分

し，それぞれの特徴をみていく．

� 「旧中国」世代・文革世代

「旧中国」世代については，�１農家の親，文
革世代については�５，�６，�７農家の経営主
を取り上げる．

�１Z（１９２８年生）は最も高齢であり，「貧農」

の出身で土地改革を経験し，１９５０年から４年間郷

長の職に就いていた．しかし，その後は不遇であ

り，人民公社期には農業労働者として勤務し，請

負制以降は一貫して農業に従事し，現在では隠居

して息子の農作業の補助を行っている．

�６A（１９４７年生）は，小学校４年を卒業後に

生産大隊で就農し，以後人民公社の時期から現在

に至るまで農業に従事している．２０００年からは，

農閑期に建築業の兼業を始め，現在に至っている．

�５A（１９４５年生）も小学校４年を卒業後，生

産大隊における農作業に従事した．高等小学校へ

の進学を希望したが，大躍進期の労働力不足と重

なり断念した．数年後に人民解放軍への入隊募集

が来た際に応募し，大隊からは唯一合格して６５年

から６９年まで西安で陸軍に所属した．５年の軍隊

生活終了後，生産大隊に復帰し，人民公社期には

民兵の責任者を務めた．公社解体直前の８２年から

開弦弓紡績工場に勤務し，食堂，倉庫の保管係，

製品の糊付けと職種を移りながら１４年間勤務した．

９６年に同工場を退職後，１年間は大工である娘婿

の紹介で建築業に従事したが体力の問題もあり，

利益があると聞きつけた漬物販売を９７年から始め

現在に至っている．

�７A（１９４９年生）もまた，小学校４年を卒業

後，生産大隊で就農した．当時は自然災害により

食糧生産が減少した困難期にあたり進学は断念し

た．以後，人民公社の期間は農業に従事したが，

その解体時の８３年に養殖業を開始している．以降，

現在に至る経緯は前掲表８に示した通りである．

２００６年からは新たに４年契約で関字�の第１２組の
養殖池を賃借し，養殖業を開始している．

この世代は，表３に戻って確認すると，「旧中

国」世代が７名，文革世代が９名であり，男子総

数の３分の１を占めている．学歴は主として小学

校卒であり，その卒業後の壮・青年期を人民公社

のもとで農業労働者として勤務していたグループ

中国蘇南地域における農家の就業構造の特質
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である．１９８３年の公社解体以降は，�１Zや�６
A，さらには�２Z（１９３５年生），�３A（１９４４年

生）のように配分された農地で営農を行う者が多

かった．しかも，経営主の妻も全て，農業従事な

いし家事という形態であった．ただし，人民公社

解体を契機に，�５Aのように工場勤務に続いて

商業に従事したり，�７Aのように養殖業を副業

として開始するなどの動きも一部にはみられた．

しかし，彼らも自給的な農業の担い手であること

は変わらない．

� 移行世代

移行世代で取り上げるのは，�１農家および�
２農家の経営主，２名である．

�１A（１９５２年生）は，１９７１年に中学校卒業と

同時に農業技術員となっている．その後，７５年よ

り村民委員会の農業担当委員となり，技術指導員

を兼ねている．村のインテリ層である．２００２年か

らは自動織機を４台導入して，家族によるセー

ターのパーツ生産を行っている．

�２A（１９６０年生）は，高等学校卒業後に生産

隊で４年間勤務し，１９８１年からは紅衛紡績工場

（後の開弦弓紡績工場）に勤務し，生産ライン組

長，課長と順調に出世を重ね，１９９３年から２年間

は工場長を務めている．当時の年収は２０，０００元に

達したという．しかし，１９９５年に工場が私営化す

る際に辞職し，家内織物業を始めた．手動機械６

台と裁縫機２台を１４，０００元で購入し，セーターの

パーツから縫製，製品販売までを自ら行った．

２００１年までこの仕事を続け，最終的には手動機械

１８台と縫製機６台を所有し，２５名ほどの外部雇用

を入れるまでに拡大した．２００２年からは，妻が上

海浦東地区の衣料市場で始めていた衣類の小売業

が軌道に乗ったため，家内織物業を中止して合流

した．年間の粗収入は８万元程度で所得は４万元

にまで増加したが，２０１０年開催予定の上海万博準

備のために立退き命令が出され，２００６年に廃業し

ている．今後も同様の小売業を営業する予定であ

る．

この世代が生まれたのは，集団化の初期から

「大躍進」後の時期であり，総人数も１３名と少な

い（２５％）．�１Aは文革期に，�２Aは文革終

了直後に就職している．学歴は，前者が中学校卒，

後者が高等学校卒と同世代では稀な高学歴である．

両者とも，農業と工業という違いはあれ，集団期

末期から開放初期にかけて村の中核的な人材と

なっている．サンプル数が少ないため，明確には

その性格を規定することはできないが，人民公社

の解体という激動期を２０歳代で過ごし，１９８０年代

の工業化を担った世代と考えることができる．

� 新世代

新世代は，�３～�７農家の息子世代，５名を
取上げる．

�３B（１９６６年生）は中学校卒業後（８２年），

大工となり，２００１年からは村内の「有色金属工

場」に引き続き大工として勤務し，大工の経験年

数は２０数年となった．しかし，２００５年７月から弟

とともに太平橋村に建築資材の加工工場を設立し，

現在に至っている．

�４A（１９６８年生）は�３農家の次男であり，
高校卒業後（８７年）は開弦弓紡績工場の運転手と

して勤務し，９２年に結婚して３年間は両親と同居

していたが，９５年に祖母の都市戸籍を譲り受け，

同時に鎮供銷合作社に運転手として転職した．し

かし，２０００年に供銷社改革により解雇され，その

後しばらくはタバコのセールスなどの職を転々と

した．２００２年，知人２名と共同で紡績工場を設立

し（出資比率３０％），経営を始めた．工場では織

機６０台を導入して労働者１５０名を雇用し，２年程

度で数十万元の収益をあげたという．しかし，

２００４年４月より同年末まで再び無職となる．その

後２００５年３月に，友人３名とともに震沢鎮にゴル

フクラブ製造工場を設立した（出資比率４０％）．

同工場は注文生産方式をとったが，台湾資本の参

入があり，受注に失敗して２ヶ月で倒産する．こ

れにより，三度無職となる．しかし，２００５年７月

に兄（�３B）と共同出資の建築資材工場を立上

げ，現在に至っている．

�５B（１９７０年生）は，１９８６年７月に小学校を

卒業したが，村営企業の大半が赤字を出す不況期

であり，就職先は見つからなかった．アイスク

リームの販売や漁労などで生計を立て，８７年３月

にはなめし皮生産工場に就職したが，月給３７元の

低さから，９２年に辞職している．その直後に開弦

弓紡績工場に雇用され，月給は２００～２７０元の水準
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となったが，９５年の工場閉鎖に伴い失業する．そ

の後約２年間は漁労や賭博をして暮らしてい

る．９７年には他鎮のセーター問屋から開弦弓村で

生産されるセーターの集荷業を委託されるが，わ

ずか８ヶ月で失業した．これは廟港紡績工場の新

設により雇用が拡大し，セーター生産が縮小した

からである．それ以降の数年間は定職に就いてい

ない．２００３年４月に，家具工場に就職し現在に

至っている．

�７B（１９７２年生）は，中学校卒業後（８８年）

に内装工となり，１２年間勤務したが，２００１年より

カニの中間商人をしている．

�６B（１９７３年生）は，中学校卒業後（８９年），

太平橋村の鎮営ボールベアリング工場に就職した．

そこで３年間勤めたが，工場経営が悪化したため

に自ら退職した．その後，同じ太平橋村にある鎮

営化学工場に就職し，調味料製造の仕事に就いた．

最初の２～３年間は月給１２０元，その後は８００元に

まで上がったが，仕事が単純で面白くないため自

主退職した．そして９９年以降，八�鎮の自動車修
理工場に勤務している．

現在３０歳代のこの世代は，文革初期から中期に

かけて生まれ，人民公社の解体後に就職している．

村民小組内での人数は１０名，これに続く２０歳代は

４名である．�５Bにみるように，彼らの多くが

就職した８０年代後半から９０年代前半にかけては郷

鎮企業の経営不振に伴う不況期に当り，一つの職

場に長く勤めることが困難な時期でもあった．そ

のため，�３B，�４B，�７Bの３名（高卒は

５名のうち１名）は卒業後，大工・運転手・内装

工と職人的な職業に就き，２０００年前後までは比較

的長期に同一職場で勤務する．しかし，�５Bは

当初就職先を得られず，�６Bとともに工場を渡

り歩いている．また，２０００年以降の動向をみると，

�４Bに特徴的であるが，工場経営等のいわゆる

「老板」志向が目立つ．このグループの特徴は，

転職を繰り返すものが多く，その理由も工場倒産

等の非自発的なものに加えて，「老板」やより条

件の良い職場を求めての自発的なものが多いこと

である．また，職業の内容についても大工や内装

工，紡績工場勤務などの旧来からある職業に加え，

工場経営や自動車修理工，養殖カニの中間商人な

ど多方面に及んでいる．そのような行動を採る結

果として，同世代では失業期間を持つ者も目立っ

ている．


 新世代の妻

最後に，以上の新世代の妻について，�５～７
農家の３名を取上げる．

�５b（１９７０年生）は，中学校卒業後（８６年）

に開弦弓紡績工場に就職したが，９５年の工場倒産

により失業し，盛沢鎮にある個人経営の紡績工場

に再就職した．しかし，９８年に同工場の社長が給

料未払いのまま夜逃げしたため，自宅で２年間家

内織物業に従事した．２０００年からは栄糸達紡績工

場に雇用され，月給１，１００～１，２００元で勤務したが，

０５年末の新式機械導入に伴い自宅待機とされる．

これは事実上の解雇であるため辞職し，しばらく

は家事に専念した．０６年３月に，夫の紹介で旧知

のセーター問屋に依頼して新式織機の研修を行い，

村内の工場に就職したが，機械操作に慣れること

ができずに３ヶ月で辞職することとなる．そして，

０６年９月から江村紡績工場に勤務している．

�７b（１９７１年生）も中学校卒業（８７年）と同

時に金蜂工場に就職している．しかし，２００４年１２

月の同工場停止に伴い失業し，２００５年に廟港鎮の

紡績工場に再就職して現在に至っている．

�６b（１９７５年生）は，歓喜橋村に生まれたが，

中学校卒業後（９１年）に金蜂工場に就職した．２００３

年まで同工場に勤務したが，過労により辞職して

いる．そして，同年に太平橋村の紡績工場に再就

職した．しかし，０６年に同工場が新式織機を導入

した際に技術を持たないことを理由に解雇され，

数ヶ月間失業していた．その後，新式織機の操作

技術を身に付け，廟港鎮にある紡績工場に就職し

て現在に至っている．

事例の３名は，新世代の３０代男性の妻にあたり，

組内の人数は８名である．文革期に誕生し，８０年

代後半以降に就職している．最初の就職先は全員

が村の紡績工場であり，安定的に勤務していたが，

うち２名は工場の閉鎖に伴い職場を変えざるを得

なくなっている．そして，２００４年前後より新型織

機が大工場で導入されるなかで，機械操作技術を

持たないことを理由に２名が解雇されている．こ

の世代の特徴は，紡績工場勤務を主な仕事としな

がらも，工場の経営状態や技術革新にともない非
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自発的な失業を繰り返していることである．

� 多就業の結果としての家計収入の水準

これまでに，業種ごと，世代ごとの就業状況を

見てきた．ここでは，表９より各人の所得をまと

め，家計水準を検討しておこう．

�１農家の年間収入は，養蚕収入が５００元，養
殖池賃貸料（地代）が１，６００元，それに経営主の

村民委員会幹部手当が１５，０００元，家内織物工業の

収入が２５，０００元であり，合計で４２，１００元である．

家族１人当りの所得は７，０００元となる．�２農家
は，家畜所得，養蚕所得，地代がそれぞれ３，０００

元，息子夫婦の小売所得が４０，０００元であり，合計

４９，０００元となって，家族１人当りの所得は約８，０００

元となる．�３農家は，養蚕収入が２，０００元，地
代が１，４００元であり，息子の工場経営所得が５０，０００

元，嫁の縫製業の所得が１０，０００元である．所得合

計は６３，４００元であり，１人当り所得は１２，０００元と

なる．�４農家は都市戸籍を持つ３人家族で他と
同様には扱えないが，経営主の工場所得５０，０００元

と妻の教師給与４０，０００元をあわせると９０，０００元と

なり，１人当たりでは３０，０００元となる．�５農家
は家畜飼養と養蚕による所得がそれぞれ２，０００元

と４，０００元，地代が１，６００元，経営主の漬物販売所

得が１０，０００元，経営主夫婦の農作業受託による所

得が４，５００元であり，これに息子，嫁の給与

２８，０００元を合わすと５０，１００元となる．１人当たり

所得は１０，０００元となる．�６農家は家畜飼養と養
蚕による収入が３，０００元と４，６００元，地代が１，４００

元，経営主のアルバイト収入が７，０００元，息子・

嫁の給与が３，３００元であり，合計４９，０００元となる．

１人当たりでは１０，０００元となる．最後に�７農家
は，経営主の養殖業所得が５０，０００元にも上り，息

子のカニの営業所得は不明であるが，嫁の給与は

２４，０００元であり，合計で７７，０００元となる．これを

割返すと１人当たり１３，０００元となる．

このように，すでに農業，副業収入のウェイト

は小さなものになっており（平均で５．３％），経営

主ならびに息子世代による自営・給与水準が一家

の家計所得を規定している．しかも，自営所得は

平均で５８．６％を占めており，給与所得のそれ

３３．３％を上回っている．すでにみたように，世代

ごとの就業構造は異なっており，その安定度も高

いものではないが，世代毎の所得が合算されて比

較的高い水準に達している．開弦弓村についても，

１人当り年間所得は８，０５１元と高くなっており，

多就業性の結果であるといえる．

おわりに

１９８０年代半ばから進行した郷鎮企業を牽引車と

する農村工業化は，１９９０年代末には企業整理と私

営化という大転換を迎えた．そのなかで，農家の

表９ 調査農家の所得構成（２００５年） 単位：元，％

農家� 家畜飼
養所得

養蚕
所得

養殖池
賃貸料

自営所得 給与所得 所得
合計

（１人当り）
続柄 職種 所得 続柄 職種 所得

１ ５００ １，６００ 経営主・妻 家内織物業 ２５，０００ 経営主 村民委幹部 １５，０００ ４２，１００ ７，０１６

２ ３，０００ ３，０００ ３，０００ 経営主・妻 衣料販売 ４０，０００ ４９，０００ ８，１６６

３ ２，０００ １，４００ 息子 工場経営 ５０，０００
６３，４００ １２，６８０

嫁 縫製業 １０，０００

４ 経営主 工場経営 ５０，０００ 妻 中学校教師 ４０，０００ ９０，０００ ３０，０００

５ ２，０００ ４，０００ １，６００ 経営主 漬物販売 １０，０００ 息子 家具工場 １５，０００
５０，１００ １０，０２０

妻 農作業受託 ４，５００ 嫁 紡績工場 １３，０００

６ ３，０００ ４，６００ １，４００ 経営主 建築臨時工 ７，０００ 息子 自動車修理工場 １７，０００
４９，０００ ９，８００

嫁 紡績工場 １６，０００

７ ３，０００ 経営主 養殖業 ５０，０００ 嫁 紡績工場 ２４，０００
７７，０００ １２，８３３

息子 カニ販売 －

平均 １，１４３ ２，０１４ １，７１４ ３５，２１４ ２０，０００ ６０，０８６ １２，９３１

割合 １．９ ３．４ ２．９ ５８．６ ３３．３ １００．０

注１）聴き取り調査により作成．
２）養殖地賃貸料は，村民委員会資料から推定した．
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就業構造がどう変化し，その家計はいかにして維

持されているかという問いが本論の課題であった．

ここで，家計に注目したのは，農家の就業場面が

多様化する中で，最終的には家族構成員の所得が

合算され，相対的に高水準の生活が営まれている

と考えたからである．それは，２階建てで水洗ト

イレのある住居に象徴的である．

そこで，まず家族形態についての分析を行った．

住民台帳の分析の結果，大躍進の失敗や１９８０年以

降の少子化政策の下で人口の世代間の偏りはみら

れるものの，３世代家族という基本線は維持され

ていることが明かとなった．就業場面については，

農業部門での稲作の自給性と地代化，ならびに養

蚕・家畜飼養の縮小が確認された．そして，現在

の家計を維持しているものが工場勤務による供与

所得と自営的な様々な職種にわたる所得確保策に

あることが明らかになった．しかも，それは文革

世代，移行世代，新世代という家族内分業によっ

てもたらされていた．特に，自営業的展開が家計

維持の大きな柱であり，これは１９９０年代に入って

の郷鎮企業の再編という大激震への農家の対応で

あったことが明かとなった．かつて，費孝通は，

「家内制絹織物手工業という伝統的基礎は，．．．

このような悠久の歴史を通して，一人ひとりの心

に深く入り込み，遺伝因子の中にまで進入して生

物的基礎にさえなっている」（註１０）と述べたが，

こうした伝統はあたかも自営業として現代にも継

続されているようである．多就業性の意義につい

ては，十分検討できなかったので今後の課題とな

る．

【付記】本論文は，２００４年から２００６年の３ヵ年にわた

る現地調査をもとに得られた研究成果の一部である．

調査にあたっては，開弦弓村村民委員会の姚富坤氏，

徐国奇氏，王建明氏をはじめ関係各位にたびたびお世

話になった．記して感謝申し上げる．

註

	 開弦弓村の行政組織については，坂下ほか［２００６］

を参照のこと．


 沈周［２００６］，王［１９９６］には，その事情が生々し

く記述されている．

� 農地保有調整と関連して，子供が結婚する際に新

たな世帯を形成し，親が１世帯化する場合がある

が（朴ほか［１９９９］pp．９８－９９），この村ではみら

れない．

� 対象とする第１３村民小組は，開弦弓村の中心を東

西に流れる小清河の南岸に位置する．この組は，

国民党時代に郷政府が置かれ，費孝通の姉の費達

珍が養蚕技術指導の事務所を設置するなど，かつ

ては村の中心地をなしていたが，道路建設により

現在では一般的な組となっており，道路沿いの商

業施設などもないことから，事例としては適切で

ある．

� なお，この地域においては婿養子慣行が存在して

いるため，一子化による家族継承の問題は緩和さ

れている．婿養子については，費［１９８５］，第５部

所収の「開弦弓の結婚および家族問題調査」に詳

しい．

� この点については，朴ほか［２００６］pp．３０－３４を参

照．セーター生産は旧西草田村で先行したが，出

稼ぎ労働者数をみると２００１年で旧開弦弓村が２３５人，

旧西草田村が７１１人，２００２年でもそれぞれ５２５人，

７５７人となっており，家内織物の先行した地区で出

稼ぎ者の雇用が多いことが明かである．

� この間の繊維不況は，国内の過剰問題のみではな

く，２０００年からのアメリカによる中国製繊維製品

の「ダンピング」認定と輸出禁止措置の影響も大

きい．ただし，この工場閉鎖は，業績悪化による

ものではなく，経営者による先物取引での損失に

よるとされる．この点，開弦弓村の就業を考える

際には，その特殊性を考慮する必要がある．

� 朴ほか［２００６］p．３５の表９を補足し，整理したも

のである．

� 開弦弓村では耕運機１０台を共同購入しており，そ

れを２組に一台割り当てている．農家は各組から

それ専門に行う人間を出して，耕起・代掻き作業

を委託する．

� 費［１９８８］pp．２１－２２．
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